
▲森航さん　　　　 ▲春山弘希さん

▲豊田氏のピアノ演奏に併せて校歌を斉唱する児童

全国大会出場おめでとう！熊工の春山さん、森さん
▶マーチングバンド・バトントワーリング全国大会

阿蘇の古墳時代　謎の解明に期待
▶熊本大学考古学研究室が平原古墳群を測量調査

地域と共に育った学び舎。創立から４０年迎える。
▶阿蘇西小学校創立４０周年記念式典

　１２月１８日、さいたまスーパーアリーナで開催される
第３９回マーチングバンド・バトントワーリング全国大会
に、九州予選を勝ち抜いた熊本工業高校吹奏楽部が出場し
ます。その部員として本市から、一の宮中出身の春山弘希
さん（３年）と、阿蘇北中出身の森航さん（１年）が出場
します。
　二人は金管楽器チューバを担当し、迫力ある演奏とマー
チングドリルを披露します。応援よろしくお願いします！

　１１月１日から７日までの 1 週間、熊本大学文学考
古学研究室が山田・小倉地区にまたがる平原古墳群の
測量調査を実施しました。調査を主導したのは同大学
文学部の杉井健准教授で、熊本大学の学部生・大学院
生の他、東日本大震災の影響で野外研修が不可能と
なった福島大学の大学院生ら計６名が参加し、精密な
測量機器を用いて古墳の形状や周辺地形を丹念に記録
していきました。
　阿蘇市では中通古墳群や上御倉・下御倉古墳が有名で
すが、それ以外にも未調査の古墳が多数存在しており、
この平原古墳群の調査をきっかけにして謎の多い阿蘇
の古墳時代の実態解明に期待がかかります。熊本大学
考古学研究室では、今後も調査を継続する予定です。

　今年で創立４０年を迎えた阿蘇
西小学校で１１月１３日、創立４０
周年記念式典が同校体育館で行わ
れました。
　式典は、赤水保育園児の太鼓演
奏で幕を開け、橋本直樹実行委員
長挨拶、祝辞の後、児童を代表し
て坂田望さん（６年）が「創立４０
周年を迎えて」と題した作文を読
み上げ、「地域の皆さんに見守ら
れている安心感があり、大自然に
囲まれた素敵な学校。ここにいる

皆さんが積み上げてきた４０年という歴史の中で、この学校に通えることを誇りに思う。」と述べました。
　式典後には、永草保育園や児童による発表、阿蘇北中吹奏楽部によるコンサートに続き、熊本市在住のジャ
ズピアニスト豊田隆博氏による記念コンサートが行われ、式典に花を添えました。
　阿蘇西小学校は、昭和４５年に当時の永水小・尾ヶ石西部小が合併した学校で、４７年に新校舎が落成し
当時は１２学級、３６８人の児童がいました。
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草原保全の必要性訴え、阿蘇の自然環境に尽力
▶大滝典雄氏に市から感謝状

波野の新そばに舌鼓
▶第２０回波野高原新そばまつり

「ホタルさん、大きくなって戻ってきてね！」
▶あそひかり幼稚園児がホタル幼虫放流

　自然環境・草原保全の必要性を誰よりも早く訴え、
現在の草原活動の草分け的存在として活躍された、一
の宮町宮地の大滝典雄さん（８３歳）に阿蘇市から感
謝状が贈られました。
　市では、市政の振興等に寄与し広く市民の模範とな
るべき功績のあった方に感謝状を贈り、その功績に報
いることとしています。
　大滝氏は、国・県の環境保全員として保全指導を行
う一方、希少動植物の生育調査を独自に進め、貴重な
植物知見を広めました。また、一の宮町史編纂員とし
ても活躍、著書「端辺原野」は平成１１年第２回草枕
文学賞にも入選しています。

　１１月１３日、道の駅波野「神楽苑」で波野高原新
そばまつりと高原野菜収穫祭が行われ、新そばを味わ
おうと多くの来場者で賑わいました。
　とりそばをはじめ、お馴染みとなったそばコロッケ
に加え、そばクレープやそばがきなど長い行列ができ
るほどの盛況ぶりで、来場した人たちはステージで行
われた神楽公演や阿蘇ゆるっと博宣伝課長の進藤久明氏
のライブなどを鑑賞しながら、新そばを堪能しました。
　また、恒例となった波野エコファーマーの会による
高原野菜の販売や、そばの早食い競争も行われ、賞金
を懸けて子ども・大人の部に２０人が挑み、見事な食
べっぷりで会場を沸かせました。

　年々ホタルの数が減っている中通地区にホタルを復
活させようと、１１月８日、あそひかり幼稚園児１５
人が、中通小学校付近の小川にホタルの幼虫５５０匹
を放流しました。
　この取り組みは園児の環境教育活動の一環として、
地元の中通ホタルを守る会（岩本弘史会長）と地元青
年会が協力のもと実施されたもので、園児たちが自ら
約４ヵ月間大切に育てた幼虫を「ホタルさん、大きく
なって戻ってきてね！」と小川に放流しました。
　中通地区では「熊本ホタル百選」に選ばれるほど、
ホタルの生息地として知られていましたが、数年後に
は見られなくなり、なんとかホタルを復活させようと
「ホタルを守る会」を発足させ、ホタルを増やす活動
を続けています。「活動を通して川もきれいになれば」
と同会長の岩本氏。来年の夏、多くのホタルが乱舞す
る姿が見られそうです。

新そばの早食い競争の様子新そばの早食い競争の様子新そばの早食い競争の様子
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